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承
認
第
３
号

▽
専
決
処
分
第
３
号
（
城
里
町

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
等
の
支
給
額
を
引
き

上
げ
た
も
の
）

承
認
第
４
号

▽
専
決
処
分
第
４
号
（
城
里
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
森
林
環
境
税
の
導

入
に
伴
う
規
定
を
追
加
し
、

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
延
長
等
を
改
正
し
た

も
の
）

承
認
第
５
号

▽
専
決
処
分
第
５
号
（
城
里
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
等
を
改
正
し
た

も
の
）

承
認
第
６
号

▽
専
決
処
分
第
６
号
（
令
和
４

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
７
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

３
，
０
０
８
万
４
千
円

主
な
事
業

・
退
職
手
当
特
別
負
担
金
納
入

事
業

予
算
総
額

１
０
６
億
３
，
０
７
６
万
３
千
円

承
認
第
７
号

▽
専
決
処
分
第
７
号
（
令
和
５

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

７
８
８
万
６
千
円

主
な
事
業

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業

予
算
総
額

１
０
１
億
９
，
２
８
８
万
６
千
円

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
13
日
の
８
日
間
の
会
期
で

開
催
し
、
承
認
５
件
・
補
正
予
算
１
件
・
人
事
関
係
４
件
・
契
約

の
締
結
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
議
２
件
を
含
む
、
そ
の
他
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
は
13
件
あ
り
ま
し
た
。

第２回
定例会

専
決
処
分

承
　
認

第２回定例会で決まったこと

傍聴者報告
第２回議会定例会
（令和５年６月６日～13日）

合計36人

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　https：//www.town.shirosato.lg.jp

車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

傍聴される方は、本庁３階議場前で傍聴受付簿に
必要事項を記入し、ご入場ください。
議場の傍聴席の定員は30名です。

次回の定例会は、令和５年９月５日からを予定しています。
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第２回定例会で決まったこと

議
案
第
33
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

３
億
１
，
１
７
０
万
４
千
円

主
な
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

・
元
気
ア
ッ
プ
振
興
券
（
第
７

弾
）
事
業

・
道
の
駅
か
つ
ら
移
転
整
備
事
業

・
消
防
団
員
退
職
報
償
金

・
自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
購
入
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

・
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
費

補
助
金
事
業

・
徳
蔵
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
給
水
引

込
事
業

・
常
北
運
動
公
園
駐
車
場
敷
地

土
地
貸
借
権
利
金

予
算
総
額１

０
５
億
４
５
９
万
円

議
案
第
34
号

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。添

田　
　

智
（
石　

塚
）

任
期令

和
５
年
７
月
13
日
か
ら

令
和
８
年
７
月
12
日
ま
で

議
案
第
35
号
か
ら
37
号

▽
城
里
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。仲

田
不
二
雄
（
上　

圷
）

今
瀬　

秀
幸
（
水
戸
市
）

髙
橋　

研
二
（
牛
久
市
）

任
期令

和
５
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で

議
案
第
38
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
５
年
度　

お
ひ
さ
ま
学

童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事　

契
約
の
金
額

６
，
６
５
５
万
円

契
約
の
相
手
方

城
里
町
那
珂
西
２
４
９
０

有
限
会
社　

東
海
組

城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データ
を You Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック議会事務局

議会録画映像

をクリック議会事務局

議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

⇒　　　　　　　　　　をクリック ⇒　　　　　　　　　　をクリック

 

少
な
い
予
算
で
効
率
の
良

い
行
政
・
予
算
を
決
め
る
の

が
議
会
の
仕
事
・
役
割
で
あ

る
。
子
供
た
ち
の
教
育
・
将

来
を
見
て
も
一
つ
の
学
童
・

開
放
学
級
で
過
ご
す
の
が
望

ま
し
く
、
二
つ
の
学
童
で
バ

ラ
バ
ラ
に
過
ご
す
の
は
教
育

的
に
好
ま
し
く
な
い
。

　

隣
接
に
石
塚
開
放
学
級
を

約
１
億
円
も
か
け
て
建
設
し

た
。
さ
ら
に
建
設
と
な
れ
ば

２
倍
の
運
営
費
、
維
持
費
が

か
か
る
。
国
・
県
か
ら
補
助

が
出
る
と
い
う
が
、
全
て
国

民
の
税
金
だ
。
石
塚
開
放
学

級
の
広
さ
や
運
営
に
不
満
が

残
る
な
ら
、
指
導
員
や
保
護

者
の
意
見
を
聞
か
ず
に
一
方

的
に
建
設
に
当
た
っ
た
町
長

に
大
き
な
責
任
が
あ
る
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

補
正
予
算

可
　
決

人
　
事

同
　
意

契
約
の
締
結

可
　
決
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発
議
第
４
号

▽
城
里
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

健
康
増
進
部
門
の
所
管
替
え

で
課
の
名
称
が
変
更
と
な
る

た
め
、
総
務
民
生
常
任
委
員

会
の
所
管
課
を
変
更
す
る
も

の
）

発
議
第
５
号

▽
城
里
町
議
員
定
数
等
調
査
検

討
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関

す
る
決
議
に
つ
い
て

名
称城

里
町
議
員
定
数
等
調
査
検

討
特
別
委
員
会

目
的議

会
議
員
の
定
数
及
び
処
遇

に
関
す
る
調
査
・
検
討

委
員
の
定
数

議
長
を
除
く
全
議
員

発
　
議

可
　
決

議長を除く議員全員で構成する
城里町議員定数等調査検討特別委員会を設置しました

　定例会最終日に、「城里町議員定数等調査検討特別委員会の設置に関する決議について」を
議員発議し、可決されました。

　人口減少や少子高齢化などが進む当町において、議会も町民の負託に応え、時代に合った
議会活動を行っていくために、適正な議員定数及び処遇等について調査・検討する必要があ
ると考え、慎重に審議を行うため特別委員会を設置しました。

〔城里町議員定数の経過〕

時　　　期 定　数 内　　容

平成17年２月から ４２人

「城里町」誕生
※合併の在任特例の適用により、旧３町村の

議員は合併後２年を超えない範囲で、合併
後の町の議員として在任することができる
ため、当初の議員数は４２人でした。

平成18年３月から １８人
住民投票で議会が解散となり

４２人→１８人

平成22年３月から １６人
平成21年12月　議員定数条例の制定により

１８人→１６人

平成30年３月から
現在まで

１４人
平成29年６月　議員定数条例の改正により

１６人→１４人

第２回定例会で決まったこと
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審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、ーは欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

■第２回定例会（令和５年６月６日～13日）

承認第３号
専決処分第３号（城里町国民健康保
険条例の一部を改正する条例）の承
認を求めることについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

承認第４号
専決処分第４号（城里町税条例の一
部を改正する条例）の承認を求める
ことについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第５号
専決処分第５号（城里町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）の
承認を求めることについて

12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

承認第６号
専決処分第６号（令和４年度城里町
一般会計補正予算第７号）の承認を
求めることについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第７号
専決処分第７号（令和５年度城里町
一般会計補正予算第１号）の承認を
求めることについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号
令和５年度城里町一般会計補正予算

（第２号）について 
13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号
城里町教育委員会教育長の任命につ
き同意を求めることについて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号
城里町固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めることにつ
いて（仲田不二雄氏） 

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○

議案第36号
城里町固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めることにつ
いて（今瀬秀幸氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号
城里町固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めることにつ
いて（髙橋研二氏）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 工事請負契約の締結について 7 6 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ×

発議第４号
城里町議会委員会条例の一部を改正
する条例について 

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第５号
城里町議員定数等調査検討特別委員
会の設置に関する決議について 

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
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6

町
政
を
問
う

一般質問
藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
１．図書館の運営について
２．請負業者選考委員会の規程について
３．公営住宅の適正な運用を
　

飯　村　　　栄　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
１．デジタル化について
２．他者、他所との交流について
３．商店街の振興、活性化について
　

綿　引　静　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9
１．町の施設の電気使用状況について
２．太陽光発電および蓄電池の導入について
　

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
１．環境衛生業務について
２．健康増進施設ホロルの湯について
３．公共施設のトイレ整備について
　

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
１．集団健診について
２．子育て支援について
３．高齢者対策について
　

関　　　誠一郎　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．火災現場での消防団員への差し入れについて
２．地域の安全安心を守る消防団員の減少について
３．ホロルの湯グラウンドゴルフ場のトイレについて

今回６名が質問し、今回６名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。
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藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《教育長》	 慎重に協議を進める

図書館の運営について

藤
咲　

８
年
前
の
一
般

質
問
で
、
図
書
館
の
指
定

管
理
は
や
め
る
よ
う
に
求

め
た
。

　
図
書
館
は
高
い
専
門
性

を
持
つ
と
と
も
に
地
域
の

知
的
財
産
を
保
持
す
る
も

の
。
住
民
が
利
用
し
て
こ

そ
意
義
が
あ
る
。
歴
史
や

科
学
、
行
政
の
資
料
も
保

存
し
、
保
管
や
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
。
図
書
館
の

本
来
の
役
割
が
発
揮
さ
れ

て
こ
そ
、
正
常
な
運
営
が

で
き
る
。
図
書
館
の
運
営

は
町
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

教
育
長　

図
書
館
協
議
会

に
お
い
て
、
指
定
管
理
の

是
非
に
つ
い
て
慎
重
に
協

議
を
進
め
て
い
く
。

藤
咲　

請
負
業
者
選
考

委
員
会
に
町
長
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。そ
れ
は
選
考
、

入
札
、
契
約
を
公
平
公
正

に
進
め
る
た
め
で
あ
る
。

委
員
に
は
秘
密
を
守
る
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
会

議
は
非
公
開
で
あ
る
。
町

長
は
「
悪
い
と
こ
ろ
を
指

摘
す
る
の
は
当
然
だ
」
と

口
出
し
を
認
め
た
。

　
規
程
の
基
本
理
念
と
か

な
り
乖か

い
離り

し
て
い
る
が
そ

う
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

藤
咲　

町
営
住
宅
の
移

転
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅

法
第
40
条
で
は
、「
第
23

条
及
び
24
条
の
入
居
者
資

格
の
条
件
は
問
わ
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
住
宅

協
会
の
冊
子
に
は
、「
た

だ
し
明
け
渡
し
期
限
の
経

過
し
た
高
額
所
得
者
は
使

用
許
可
が
取
り
消
さ
れ
て

い
る
の
で
、
再
入
居
の
保

障
を
す
る
必
要
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。

こちらから
動画が視聴できます

町
長　

実
際
結
ば
れ
た

契
約
が
そ
の
後
適
正
に
行

わ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
町
の
仕
事
に
対
す

る
最
高
責
任
者
と
し
て
、

各
分
野
を
指
揮
監
督
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

藤
咲　

や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
続
け
て
い
れ

ば
、
町
長
の
不
信
が
広
が

る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
監

視
し
て
い
く
。

請
負
業
者
選
考
委
員
会
の
規
程
に
つ
い
て

《
町
長
》
指
揮
監
督
す
る
必
要
が
あ
る

公
営
住
宅
の
適
正
な
運
用
を

《
町
長
》
退
去
を
求
め
る
こ
と
は
な
い

公営住宅公営住宅

桂図書館・郷土資料館桂図書館・郷土資料館

　
40
条
の
規
定
が
あ
る
の

に
な
ぜ
、
敷
金
を
と
り
保

証
人
を
立
て
る
の
か
。
そ

の
法
的
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

町
長　

住
宅
協
会
を
適

用
し
て
住
民
に
退
去
を
求

め
る
こ
と
は
な
い
。
誤
解

を
も
た
ら
す
よ
う
な
説
明

が
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

な
ら
、
誤
解
を
解
く
努
力

を
す
る
。

藤
咲　

町
の
都
合
で
の

建
て
替
え
に
よ
り
、
住
民

の
移
転
が
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
住
民
の
負
担
は

最
小
限
に
す
る
べ
き
で
あ

り
、
継
続
し
て
従
前
の
条

件
で
移
転
で
き
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

都
市
建
設
課
長　

敷
金
に

つ
い
て
は
条
例
、
要
綱
で

一
度
設
定
し
て
い
る
が
、

す
で
に
10
戸
ほ
ど
移
転
さ

れ
て
い
る
方
も
い
る
。
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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飯
いい む ら

村　　栄
さかえ

　議員

《町　長》	 町民サービスの充実を図る

デジタル化について

こちらから
動画が視聴できます

飯
村　

デ
ジ
タ
ル
化

は
、生
産
性
が
向
上
す
る
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
、
情
報
の
管
理
、
共
有

が
簡
単
に
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
高

齢
者
、
年
収
の
低
い
世
帯

な
ど
は
通
信
環
境
な
ど
に

十
分
対
応
で
き
て
い
な

く
、
う
ま
く
利
用
で
き
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現

状
、
取
り
組
み
、
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

総
務
省
が
令
和

２
年
12
月
に
策
定
し
た
自

治
体
Ｄ
Ｘ
（
※
１
）
推
進
計
画

を
踏
ま
え
、
自
治
体
が
着

実
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
め
る

よ
う
令
和
３
年
７
月
に
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
手
順
書
が

公
開
さ
れ
た
。

　

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
の
面
で

は
、
既
に
令
和
３
年
３
月

か
ら
、
広
報
誌
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ

ス
等
を
提
供
し
て
い
る
。

役
場
に
足
を
運
ば
な
く
て

も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
諸
手
続
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、

利
便
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
職

員
の
働
き
方
改
革
の
面
か

ら
は
、
Ａ
Ｉ（
人
口
知
能
）

や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
※
２
）
な
ど
、
先

進
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
員
が
手
作
業

で
行
っ
て
い
た
事
務
を
自

動
処
理
す
る
こ
と
で
、
人

手
不
足
の
解
消
や
職
員
の

労
働
環
境
の
改
善
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
運
用
に
至

る
に
は
課
題
も
多
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

飯
村　
私
も
そ
の
内
の

一
人
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ

バ
イ
ド
、
い
わ
る
ゆ
る
情

報
格
差
、
弱
者
の
解
消
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

飯
村　

ち
ま
た
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ

を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
利
用
す
る
の

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

・
他
者
、
他
所
と
の
交
流
に
つ
い
て

・
商
店
街
の
振
興
、
活
性
化
に
つ
い
て

町
長　

デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル

で
の
手
続
き
の
人
が
優
先

さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

紙
で
の
手
続
き
も
並
行
し

て
可
能
と
な
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

対
応
で
き
な
い
方
に
つ
い

て
も
配
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

※１　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
・・・デジタル技術を用いることで、生活スタイルやビジネススタ
イルをより良いものに変えていくこと。
※２　ＲＰＡ（ロボッテックプロセスオートメーション）
・・・人がパソコンで行っている作業を、自動化できるソフトウェ
アロボット技術のこと。
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綿
わた

引
ひ き

　静
し ず

男
お

　議員

《町　長》	 電気料金の高騰を受け、
	 節電対策に取り組んでいる

町の施設の電気使用状況
について

綿
引　

昨
年
度
の
町
の

施
設
の
電
気
使
用
量
と
電

気
料
金
は
。

町
長　

使
用
量
は
約

６
３
６
万
kw
、
電
気
料
金

は
約
２
億
３
千
万
円
、
昨

年
度
実
績
で
電
気
料
金
が

約
６
千
万
円
上
昇
し
た
。

綿
引　

今
年
度
節
電
対

策
を
開
始
し
て
い
る
が
、

ど
の
位
達
成
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長　

４
月
の
電
力
量

は
、
本
庁
舎
は
20
％
、
全

施
設
で
は
13
％
削
減
し
て

い
る
。

　

入
札
に
よ
る
kw
単
価
７

％
減
少
を
加
味
し
、
本
年

度
は
20
％
、
４
千
万
円
の

経
費
削
減
が
見
込
ま
れ

る
。

綿
引　

太
陽
光
発
電
は

投
資
金
額
を
回
収
で
き
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
る

が
。

町
長　

太
陽
光
発
電
を

導
入
す
る
と
20
年
間
で
約

２
，
４
０
０
万
円
の
電
気

料
金
が
削
減
さ
れ
る
。
今

回
の
事
業
で
は
交
付
税
措

置
に
よ
り
町
の
負
担
は
実

質
３
割
の
１
，
５
０
０
万

円
と
な
り
投
資
金
額
を
回

収
で
き
る
。

綿
引　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
を
設
置
し
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
（
電
力
販
売
契
約
）
に

よ
る
電
力
供
給
を
開
始
し

た
県
内
の
自
治
体
が
あ

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
初
期
投
資

を
負
担
す
る
こ
と
な
く
今

後
20
年
間
に
わ
た
り
役
場

で
使
用
す
る
電
気
料
金
を

１
kw
あ
た
り
33
円
で
定
額

化
で
き
、
電
気
料
金
高
騰

の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
城
里
に
、
本
庁

舎
の
非
常
用
発
電
機
と
は

異
な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
に

よ
る
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
に
よ
る
停
電
対
策
を
行

え
ば
、
多
重
防
御
に
つ
な

が
り
、災
害
時
の
安
全
性
、

避
難
所
の
安
全
性
の
観
点

か
ら
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。

綿
引　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
の
設
置
は
利
用
者

の
利
便
性
や
周
囲
の
環
境

に
も
配
慮
し
た
設
置
場
所

を
考
慮
す
る
な
ど
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
今
年
度
の
太
陽

光
発
電
設
備
事
業
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
の
で
る
防
災
対
策
・

節
電
対
策
と
な
る
よ
う
慎

重
か
つ
充
分
な
検
討
を
要

望
す
る
。

太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
の
導
入
に
つ
い
て

《
町
長
》
20
年
間
で
約
２
，
４
０
０
万
円
の
電
気
料
金
を
削
減

綿
引　

電
気
の
基
本
料

金
は
ピ
ー
ク
使
用
量
で
決

ま
る
の
で
、
そ
れ
を
抑
え

る
た
め
に
石
油
ス
ト
ー
ブ

と
の
併
用
を
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

町
長　

石
油
ス
ト
ー

ブ
を
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
施
設
全
体
で

１
千
万
円
以
上
の
暖
房
費

の
削
減
が
で
き
る
と
試
算

さ
れ
る
。

綿
引　

石
油
ス
ト
ー
ブ

を
併
用
す
る
こ
と
で
、
光

熱
費
の
節
約
と
災
害
等
に

お
け
る
暖
房
の
確
保
が
図

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
職
場

環
境
の
悪
化
や
業
務
へ
の

支
障
、
来
庁
者
の
不
便
を

き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
考
慮
し
、
慎
重
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

こちらから
動画が視聴できます
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加
か

藤
と う

木
ぎ

　直
ただし

　議員

《町民課長》　収集回数を検討

環境衛生業務について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

粗
大
ご
み
、
瓶

缶
の
収
集
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

町
民
課
長　

他
市
町
と
比

べ
回
収
頻
度
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
収
集
回
数

を
検
討
し
た
い
。

加
藤
木　

ご
み
袋
に
つ
い

て
町
民
よ
り
、
裂
け
や
す

く
柔
軟
性
に
欠
け
る
、
ガ

ム
テ
ー
プ
で
補
強
し
使
用

し
て
い
る
等
、
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
く
。
袋
の

改
良
に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
課
長　

他
市
町
の
袋

の
材
質
も
、
一
長
一
短
は

あ
る
。
他
市
町
の
袋
は
、

ご
み
投
入
作
業
時
に
袋
が

破
れ
づ
ら
い
等
の
支
障
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

加
藤
木　

現
場
作
業
は
二

の
次
だ
。
ご
み
袋
の
改
良

は
、
多
く
の
町
民
の
願
い

で
あ
る
。
作
業
現
場
と
検

討
を
し
、
町
民
フ
ァ
ー
ス

ト
で
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
値
段
に
つ
い
て

も
近
隣
市
町
の
よ
う
に

安
価
に
な
ら
な
い
の
か
。

町
民
課
長　

格
差
が
あ

る
。調
査
し
て
検
討
す
る
。

加
藤
木　

料
金
改
正
の
町

民
へ
の
周
知
方
法
は
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ホ
ロ
ル
の
湯

館
内
に
て
周
知
。さ
ら
に
、

水
戸
と
笠
間
、
七
会
の
一

部
に
新
聞
折
り
込
み
を
行

っ
た
。

加
藤
木　

高
齢
者
が
多
い

中
、
広
報
誌
や
お
し
ら
せ

版
で
周
知
す
べ
き
だ
。
常

北
・
桂
地
区
に
は
、
チ
ラ

シ
を
ま
い
て
い
な
い
が
な

ぜ
か
。

町
長　

チ
ラ
シ
配
布
の

詳
細
な
指
示
を
現
場
に
し

て
い
な
か
っ
た
。
町
内
に

も
ま
い
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。

加
藤
木　

小
さ
な
子
供
さ

ん
も
使
う
の
で
、
様
々
な

不
具
合
で
け
が
が
な
い
よ

う
に
、
ま
た
、
不
適
切
な

も
の
は
早
急
に
撤
去
を
お

願
い
す
る
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

常
北
運
動
公
園
ト
イ
レ
は
次
年
度
改
修

加
藤
木　

３
月
11
日
か
ら

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
利
用

券
価
格
が
、
あ
ま
り
に
も

格
安
。
目
先
の
お
金
が
必

要
だ
っ
た
の
か
。
資
金
シ

ョ
ー
ト
の
問
題
は
な
い
の

か
。

町
長　

結
果
と
し
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
ら
な

く
て
も
資
金
シ
ョ
ー
ト
し

な
か
っ
た
と
思
う
。

加
藤
木　

料
金
改
定
が
議

会
で
決
定
さ
れ
る
前
に
、

４
月
か
ら
値
上
げ
さ
れ
る

と
い
う
チ
ラ
シ
を
配
付
し

て
い
る
。
議
会
軽
視
で
は

な
い
か
。

町
長　

気
を
つ
け
る
よ

う
指
導
す
る
。

加
藤
木　

大
勢
の
方
が
働

い
て
お
り
、
皆
、
生
活
が

あ
る
。
自
助
努
力
を
し
て

無
駄
を
な
く
し
、
自
立
し

た
経
営
を
お
願
い
し
た
い
。

加
藤
木　

き
れ
い
な
ト
イ

レ
は
気
持
ち
が
い
い
。
公

共
施
設
の
改
修
状
況
を
伺

う
。

教
育
長　

公
共
施
設
の
ト

イ
レ
整
備
は
、
順
次
和
式

か
ら
洋
式
に
改
修
し
て
い

る
。
常
北
運
動
公
園
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
も
、
次
年

度
改
修
を
検
討
す
る
。

加
藤
木　

小
学
校
や
他
の

施
設
の
遊
具
の
整
備
状
況

を
伺
う
。

教
育
長　

職
員
に
よ
る
点

検
と
、
業
者
に
よ
る
年
１

回
の
保
守
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

健
康
増
進
施
設
ホ
ロ
ル
の
湯
に
つ
い
て

《
町
長
》
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
な
か
っ
た
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桜
さく ら い

井　和
か ず

子
こ

　議員

《町　長》	 検査の導入を検討

集団健診について

こちらから
動画が視聴できます

桜
井　

自
分
が
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
骨
粗
鬆
症

に
な
っ
て
い
る
人
も
少
な

く
な
い
。
患
者
の
80
％
が

女
性
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
婦
人
科
検
診
に
、
骨
粗

鬆
症
の
検
査
を
導
入
で
き

な
い
か
。

町
長　

定
期
的
に
骨
密

度
検
査
を
受
け
る
こ
と

で
、
骨
粗
鬆
症
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
。
骨
粗
鬆

症
に
よ
る
骨
折
が
原
因
で

介
護
が
必
要
に
な
る
。
ま

た
は
寝
た
き
り
の
原
因
に

な
る
事
も
あ
る
た
め
、
定

期
的
な
骨
密
度
検
査
は
有

効
で
あ
る
。

　

骨
粗
鬆
症
の
検
査
の
導

入
を
検
討
す
る
。

桜
井　

来
年
度
の
集
団

健
診
に
間
に
合
う
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

桜
井　

入
学
準
備
に
お

金
が
か
か
っ
て
大
変
と
い

う
声
を
耳
に
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
入
学
準
備

の
費
用
は
、
ど
れ
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
は
、
学

用
品
や
体
操
服
等
全
て
購

入
し
た
場
合
３
万
５
千
円

程
度
で
、
そ
の
他
ラ
ン
ド

セ
ル
の
購
入
費
用
が
必
要

と
な
る
。

　

中
学
校
は
、
体
操
服
、

ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
、
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
等
で

３
万
５
千
円
程
度
。
そ
の

他
に
制
服
、
自
転
車
が
必

要
と
な
る
。

桜
井　

今
年
入
学
し
た

保
護
者
か
ら
は
、
小
学
校

の
入
学
準
備
に
10
万
円
以

上
、
中
学
校
入
学
準
備
に

は
20
万
円
以
上
か
か
り
、

さ
ら
に
は
部
活
動
に
か
か

る
費
用
も
あ
る
と
聞
い

た
。大
変
な
出
費
で
あ
る
。

　
政
府
が
異
次
元
の
少
子

化
対
策
を
打
ち
出
し
た
事

を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
様
々
な
政
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
町
で
も
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
小
・
中
学

校
入
学
者
に
、
入
学
祝
い

金
を
支
給
で
き
な
い
か
。

町
長　

小
学
校
、
中
学

校
、
高
校
の
入
学
時
に
入

学
祝
い
金
が
支
給
で
き
な

い
か
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

桜
井　

65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
家
庭

２
３
３
件
に
、
通
報
と
相

談
の
２
つ
の
機
能
が
つ
い

た
緊
急
通
報
シ
ス
ム
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
月
１

回
安
否
確
認
の
電
話
が
入

る
見
守
り
機
能
を
導
入
で

き
な
い
か
。

長
寿
応
援
課
長　

高
齢
者

が
よ
り
安
心
、
安
全
に
生

活
す
る
た
め
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。

桜
井　

高
齢
者
の
中
に

は
、
固
定
電
話
に
は
特
殊

詐
欺
の
人
か
ら
電
話
が
入

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

取
り
外
し
た
と
い
う
人
も

い
る
。

　
今
後
、
携
帯
電
話
だ
け

と
い
う
人
も
増
え
て
く
る

と
考
え
る
が
、
携
帯
電
話

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

改
善
で
き
な
い
か
。

長
寿
応
援
課
長　

利
便
性

や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考

慮
し
、
見
守
り
機
能
、
携

帯
電
話
を
利
用
し
た
緊
急

通
報
装
置
導
入
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

《
町
長
》
前
向
き
に
検
討

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

《
長
寿
応
援
課
長
》
今
後
検
討
し
て
い
く

緊急通報システム緊急通報システム
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関
　
３
月
12
日
の
那

珂
西
で
の
火
災
で
、
町
長

が
飲
食
物
の
差
し
入
れ
を

行
っ
た
が
、
寄
附
行
為
で

は
な
い
か
。

町
長　

公
費
に
よ
る
食

料
の
供
給
で
あ
る
。

関
　

団
員
に
聞
く
と

町
長
の
善
意
と
し
て
受
け

取
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ

は
、
公
職
選
挙
法
違
反
で

あ
る
。公
費
と
い
う
な
ら
、

総
務
課
長
に
相
談
し
て
行

っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

火
災
当
日
は

現
場
に
い
た
た
め
、
町
長

が
購
入
し
た
こ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。

関
　

公
職
選
挙
法
違

反
を
逃
れ
る
為
に
、
後
日

税
金
で
補
填
し
た
の
で

は
。

町
長　

選
挙
も
ま
だ
先

で
出
馬
表
明
も
何
も
し
て

い
な
い
中
、
な
ぜ
こ
れ
が

選
挙
の
事
前
運
動
に
な
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。

関
　

自
分
の
保
身
の

為
に
行
わ
れ
た
行
為
で
、

町
民
は
納
得
し
な
い
。

関
　

今
年
は
す
で
に

台
風
２
号
、
３
号
が
日
本

に
接
近
、
ま
た
水
害
が
危

惧
さ
れ
る
中
で
、
昨
年
度

多
く
の
団
員
が
退
職
さ
れ

る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
今
後
の
対
応

は
。

総
務
課
長　

常
備
消
防
と

非
常
備
消
防
で
十
分
に
対

応
し
、
個
別
で
は
隣
接
す

る
分
団
と
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。

関
　

ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
強
い
要
望
が
あ
り

な
が
ら
今
ま
で
放
置
し
て

き
た
。

　
プ
レ
イ
費
を
頂
い
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ト
イ

レ
が
無
い
の
は
最
悪
の
営

業
で
あ
る
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

ト
イ

レ
が
遠
く
て
不
便
と
の
話

は
聞
い
て
い
る
。
令
和
４

年
第
４
回
定
例
会
で
、
設

計
委
託
が
議
会
で
認
め
ら

れ
た
。

関
　

ト
イ
レ
の
工
事

見
積
は
い
く
ら
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

現
在

約
１
，
３
０
０
万
円
の
数

字
と
な
っ
て
い
る
。

関
　

一
人
３
０
０
円

の
プ
レ
イ
費
を
頂
い
て
、

１
，
３
０
０
万
円
の
ト
イ

レ
設
置
。
高
額
な
ト
イ
レ

が
本
当
に
必
要
な
の
か
疑

問
だ
。

　

私
が
提
案
す
る
約

２
０
０
万
円
の
仮
設
ト
イ

レ
で
十
分
で
は
な
い
か
。

町
長　

貴
重
な
提
案
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
再
検

討
す
る
。

関
せき

　誠
せ い

一
い ち

郎
ろ う

　議員

《町　長》	 公費による食料の供給

火災現場での消防団員へ
の差し入れについて

こちらから
動画が視聴できます

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員
の

減
少
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》常
備
消
防
と
非
常
備
消
防
で
対
応

ホ
ロ
ル
の
湯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て

《
町
長
》
再
検
討
す
るホロルの湯　グラウンドゴルフ場ホロルの湯　グラウンドゴルフ場
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議会の動き・研修報告

議 の き動会

請願・陳情について７月19日～20日
県北中央町村議会議長会 　町政について要望や意見などがある場

合、どなたでも請願書や陳情書を町議会に
提出することができます。
　議員の紹介があるものを「請願」、ない
ものを「陳情」と区別しています。

○提出された請願・陳情書
　議会で採択するか、不採択にするかを決
定します。採決された請願のうち、必要に
応じて国、県等の関係機関に意見書を提出
します。持参された陳情書も、請願と同様
に取り扱います。

○提出方法について
　ホームページを
　ご覧ください。

　大子町、大洗町、茨城町、東海村、城里
町の５町村で構成する県北中央町村議会議
長会の視察研修が行われ、阿久津議長が参
加しました。

　研修先である桐生市議会は、全国の地方
議会改革度を調査する早稲田大学マニュフ
ェスト研究所の「議会改革度調査2019」に
おいて、機能強化部門で全国第1位、総合
で4位の高い評価を受けている議会です。
６月定例会で、議員定数等調査検討特別委
員会を設置した当議会において、様々な議
会改革の取り組みは大変参考になりまし
た。

電子採決システムによる採決を実施しました
　６月定例会から電子採決システムを導入しました。

　これまで起立により採決を行っていましたが、電子
採決システムを用いることで各議員の賛否状況が明確
になりました。また、議場内に設置したモニターに議
会資料や採決の結果が表示されることで、傍聴者へも
情報をわかりやすく伝えることができるようになりま
した。
６月13日　最終日映像はこちら
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追跡調査・編集後記

　

梅
雨
ど
き
に
あ
っ
て
も
、
暑
い

日
が
や
っ
て
く
る
日
が
あ
り
ま

す
。
コ
ミ
セ
ン
わ
き
で
、
数
人
の

高
校
生
が
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
の
運
転
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
問
う
と
、「
命
が
大
事
だ
か

ら
」
と
す
ん
な
り
返
っ
て
き
ま
し

た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
違
和
感

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

ふ
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
こ
の
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
「
命
が
大
事
だ

か
ら
」
と
い
う
思
い
が
い
つ
ま
で

も
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
の
な
い
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ

し
い
、
人
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い

事
態
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。藤咲　

芙
美
子　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

桜　

井　

和　

子

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　

秀　

範

高　

橋　

裕　

子
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

元来の地盤である場所への移設を強
く要望していく

城里町の震度計について
（令和４年12月）

以前の設置場所に戻した

震度計の点検の結果、異常なしと判断さ
れたが、住民に対して不安を抱かせない
よう対応していく。

令和４年11月に地震があり、震度計は震
度５強を観測したが、地域住民の体感と
乖
かい

離
り

を感じる。

令和５年７月に震度計の設置場所を、現
在のアツマーレから、以前の旧七会支所
に戻した。

行財政改革懇談会を設置し諮問する
予定

おくやみ窓口の設置について
（令和４年４月）

令和５年10月からスタートする

県内先行事例である日立市役所の視察を
行った。

残された遺族の負担を少しでも軽減でき
るよう、１ヶ所で手続き出来る専用窓口
の開設を早急に求める。

町民が利用しやすいよう、役場本庁１階
で、予約制でおくやみ窓口を開設する。


